
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～校章のこころ～ 

●中央に燦然と輝く金色の大きな星は、北の

空に座っていつも正確な方角を示す大北極星

をかたどっている。それを囲んで白銀色の桜

の花が配されている。桜は日本民族のシンボ

ルであることとともに、近くの苗圃が名所で

あることから使われている。 

～学校の教育目標～ 

かしこく 

なかよく 

たくましく 
（平成２８年４月６日制定） 

平成２８年４月小樽市立色内小学校との統合の

際、新しい学校の教育目標 

が制定された。 
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長橋 小学校 

〒０４７－００３６ 

小樽市長橋４丁目５番１号 

ＴＥＬ （０１３４） ２２―３４２７ 

Mail：nagahashi-ps@otaru.ed.jp 

長橋小ホームページ 

ＮＡＧＡＨＡＳＨＩ 

【令和 7年度 教員定数加配及び道教委支援推進事業】 

主幹教諭配置に係る加配（時間講師）、小学校専科指導のための加配（算数）、小・中学校学習支援のための加配、 

小・中学校外国人児童生徒等に対する日本語指導対応のための加配、小中一貫加配専科指導（体育）、 

不登校児童生徒に対する支援推進事業（連携校）、新しいかたちの学び授業力向上推進事業（連携校） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大正】 

１２年 校舎完成 ６２９名の児童を受け入れ授業を開始 

１３年 開校式 第１回運動会・学芸会実施 

【昭和】 

７年 運動場１８０坪 便所 衛生室 体育用具室 新築完成 

８年 開校１０周年記念式典挙行 校歌制定 

１４年 ７教室 唱歌室 図工室 増築完成 

１８年 開校２０周年記念式典挙行 

２２年 新学制実施により長橋小学校と改称 

２３年 校歌改正（現在のものとなる） 

２８年 開校３０周年記念式典挙行 グランドピアノ購入 

    ジャングルジム他体育器具の設置 

３０年 バックネット新設 雲梯・シーソー設置 

３１年 新校舎増築完成（４教室３２学級） 

   新校舎増築落成祝賀会開催 

３３年 職員室拡張改装 

３５年 図書室兼視聴覚室、音楽室設置 

３７年 理科室・音楽室増設 

３８年 開校４０周年記念式典挙行 

４４年 教室不足によるプレハブ教室設置（２教室） 

４５年 プレハブ教室増築完成（２教室、３３学級） 

４８年 開校５０周年記念式典挙行 

４９年 長橋商店街大火にて当校児童被災を受ける 

５４年 鉄筋４階建ての近代的新校舎完成 

５８年 開校６０周年記念式典挙行 

６２年 屋内体育館音響設備の整備 

６３年 グラウンド改修 校門移設 屋内体育館床塗り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成】 

２年 教育相談室を開設 

５年 開校７０周年記念式典挙行 旧木造校舎全面解体 

６年 全国優良ＰＴＡ文部大臣表彰を受彰 

７年 コンピュータ１０台設置 グラウンド全面整地 

    アスレチック広場造成 

１５年 開校８０周年記念式典・祝賀会挙行 

    協賛会より校旗・デジタルカメラ・プリンターの寄贈 

１６年 グラウンド登棒等撤去 アスレチック修繕 

    好樹園より柳の木寄贈 

２２年 耐震改修工事・校舎内外設備関連改修工事 

    ソーラーパネルの設置完了 

２５年 開校９０周年記念式典挙行 

２８年 新しい学校教育目標設定 

２９年 トイレ改修工事 

３０年 北海道胆振東部地震による臨時休校・避難所開設 

３１年 特別支援学級（自閉情緒・知的）開設 

【令和】 

元年 タブレットＰＣ導入 

２年 新型コロナウイルス感染症による全道緊急事態宣言の 

ため臨時休業、体育館改修工事開始 

３年 新体育館完成、一人一台端末（クロムブック）導入 

 ４年 通級指導教室開設 

５年 新型コロナウイルス感染症が２類から５類へ 

開校１００周年記念式典及び記念事業 

    開校１００周年記念大運動会・学芸会開催  

   ６年 「不登校児童生徒に対する支援推進事業」に係る東京都の視察 

長橋中学校区小中一貫に係る全学級授業公開 

長橋中学校区学校運営協議会（CS）「防災教室」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎配置図  ２０２５ 年度 校舎平面図 小樽市立長橋小学校
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職名 担任等 校務分掌 氏  名 職名    担任等 校務分掌 氏  名 

校長   及 川 年 彦 教諭 特別支援Ｆ 教育活動 早 川 英 基 

教頭   齋 藤   傑 教諭 算数専科 学力向上 瀧 口 由 希 

主幹教諭   宮 川 慶 太 教諭 学習支援 図 書 宮 﨑 ゆ り 

教諭 １年１組 体育活動 新 谷 栄 子 教諭 日本語指導 学力向上 田 村 美 和 

教諭 ２年１組 教育事務 八 島   督 教諭 通級指導 通 級 今 村   薫 

教諭 ３年１組 安全教育 新 居 真由美 教諭 通級指導 通 級 小 川 佳 子   

教諭 ３年２組 情報教育 佐 藤 昌 俊 教諭 養護教諭 保健給食美化 遠 藤 真喜子 

教諭 ４年１組 文 化 岡 部 正 洋  時間講師  逸 見 喜 幸 

教諭 ５年１組 保健安全 渡 邉 大二郎  特別支援員  齋 藤 明 子 

教諭 ５年２組 児童会 松 村 茉 裕  図書館司書  山 田 潤 子 

教諭 ６年１組 教務主任 金 一 幸 子  事務職員 事 務 中 山 好 明 

教諭 ６年２組 生徒指導 麻 生 太 亮  事務職員 事 務 川 中 美 幸 

教諭 たんぽぽ 研 修 田 篭 裕 人  用務員 用 務 三 浦 隼 也 

教諭 チューリップ 児童理解 横 地 由紀子  配膳員  安 宅 由 美 

教諭 ひまわり 特別支援教育 加 藤 理 枝  配膳員  押 野 ゆきゑ 

教諭 特別支援副担任 研 究 柴 田 眞公子 

職員一覧  

校内研究  

「自ら考え、自ら学ぶ子どもの育成」 

「 

 

研究主題  

研究に関わる取組  

教員一人一人が『課題・実践テーマ』を設定し、どのような実践を行えば「自ら考

え、自ら学ぶ子ども」を育成できるかを研究する。 


